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  穴A
（ねじ止めなし）

  穴B
（ねじ止めなし）

戸尻

穴A

穴

添付ねじ
（ノンヘッドコーススレッド
                       4.8×18）

穴

穴B

品番シール

戸
先

下部ガイドレールの品番シール側
からマルチソフトクローズユニッ
トを装着します。レール端部から
マルチソフトクローズユニットが
抜け出ないようにしてください。

■マルチソフトクローズユニットの初回動作
戸をゆっくりと全開してください。①
戸を閉じ切ってください。②
開けたときに開き方向のソフトクローズが機能していることを
確認してください。

③

■マルチソフトクローズユニットの取外し方
ロックねじを右に回して解除します。①

マルチソフトクローズユニットを下部ガイド
レールの戸先側に挿入し、ロックねじを
左に回して固定します。
このとき、目印が図の位置になっているこ
とを確認してください。

④

木口化粧カバーを下部ガイドレールの
戸尻側にしっかりと差込みます。

⑤

ロックねじ
ご注意

角穴

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

■金具の取付け方法
1.下部ガイドレールのカット

2.下部ガイドレールの組立て

3.下部ガイドレールの準備

4.下部ガイドレールの取付け

5.上部吊り車の取付け
①結合ねじをゆるめて、固定カップ部と
ホルダー部とを分離します。

②固定カップ部のみ、戸の木口加工部に
取付けてください。

カットした側の右図の
位置にφ5の貫通穴を
あけます。(1ヶ所)

②

レールの品番シールがない側を、
右図を参考にカットしてください。

①

①

図の向きで戸の加工部に挿入します。
このとき、戸先の木口面に揃うように
してください。

①

品番シール

下部
ガイドレール
(MF-100)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

木口面を
合わせる

下部ガイドレール
(MF-100)

7.上部レールの取付け
①スライダーが図の位置になっているか確認します。
なっていなければ、押して戻しておきます。

②上部レール取付けの前に、
図の方向で上部吊り車を
レール内に挿入します。
　
　
③上枠に上部レールを取付けて
ください。

ソフトクローズを正しく作動させる
ために、必ず確認してください。

8.上部トリガーの取付け

9.下部ガイドの取付け

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを
締め付けると、トリガーが変形します。

①トリガーをトリガー取付治具にセットします。
②「6.レールの穴あけ」であけた穴ⓐに右記
治具を図に示す方向でレール内部に押し
込み、添付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの穴ⓑをねじ止めしてください。 

トリガー レール

誤 誤正

トリガー
ソフトクローズ方向

ソフトクローズ方向

トリガー取付治具

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

穴ⓐ

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、
押し当て続けてください。
●トリガーをレールに取付けたときにトリガーが
レール内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

穴ⓑ

6.レールの穴あけ
①レール芯の所定位置ⓐⓑにφ5.5の
貫通穴をあけます。（2ヶ所） φ5.5貫通穴

戸の停止位置

ⓑ
ⓐ

ソフ
トク
ロー
ズ(戸

先)方
向
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レール内に残った切り粉は
取除いてください。

※FC-310（トリガー）取付け用φ5.5穴
　加工済みのレールを使用する場合は、
　この手順は不要です。

ご注意

ご注意

ご注意

品番シール
穴A

戸幅
－4

24

下部ガイドレール
(MF-100)

  カット側
（品番シールなし）

穴B

φ5貫通穴

24

AFD SYSTEM マルチソフトクローズ 併用納まり 製品紹介 247～249 製品紹介 247～249 AFD SYSTEM マルチソフトクローズ 併用納まり
施 工 ガ イ ド 施 工 ガ イ ド

戸
先

戸
先

端面から固定プレートを下図の向きで挿入します。③

下部ガイドレールの取付穴を添付ねじで1ヶ所仮固定します。①
②マルチソフトクローズユニットを引き抜き、穴A、B以外を添付
ねじで全て固定します。

④固定プレートの端部と下部ガイドレールの端部、穴AまたはBを
揃え、固定プレートを下部ガイドレールとともに添付ねじで固
定します。

①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。
　  727ページの「■金具の納まり参考図」をご参照ください。 

■戸の吊込み
図のように戸先側木口からトリガー
を下部ガイドレールに挿入し、戸の
中央付近まで移動させてください。

①

②トリガーを下部ガイドのガイド軸
に差し込んでください。

トリガー
(MF-300)

戸の中央付近

戸
先

ガイド軸
下部ガイド
(MF-400)

トリガー
(MF-300)

戸
先

③固定カップ部に上部吊り車のホルダー部
を差込み、結合ねじを締めて固定してく
ださい。

戸
先

解除

左

固定

目印

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

ロックねじでマルチソフ
トクローズユニットが固
定されていないと、ソフ
トクローズは正しく作動
しません。

※化粧カバーのレバーのツメが固定プレ
　ートの角穴に入り抜けないことを確認
　してください。
※取外すときはレバーを下げて引いてくだ
　さい。

戸
尻

固定プレート
(MF-500)

ツメ

レバー

木口化粧カバー
(MF-620)

■戸の位置調整

※ソフトクローズの速度調整はできません。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のね
じを回すと戸の前後調整、下のねじを回
すと戸の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

戸と床のすきま寸法は11～15mmになるようにしてください。
15mmを上回ると、トリガーが下部ガイドのガイド軸から抜け、
戸がソフトクローズしなくなるおそれがあります。

ご注意

戸を半分程度閉じます。②

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

戸を
勢い
よく

　　
　動
かす
方向
➡

解除固定

右

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

目印

マルチソフトクローズユニットと逆方
向に戸を勢いよく動かすと、トリガー
が下部ガイドにキャッチされて、マル
チソフトクローズユニットが外れます。

③

突出部をつかんで引き抜いてください。④

マルチソフトクローズユニットと逆方向に戸を勢いよく動かす際、引手に指を
差し入れたままにして、引手と壁のあいだに指を挟まないようご注意ください。

ご注意

端部が揃う 穴が揃う

※向きにご注意ください。

穴A

穴B

固定プレート
(MF-500)

下部ガイドレール
(MF-100)

固定プレート
(MF-500)

品番シール

（ノンヘッドコーススレッド4.8×18）
添付ねじ

端部が揃う穴が揃う

（ノンヘッド
   コーススレッド4.8×18）

添付ねじ

戸
先

戸
先

トリガー
(MF-300)

下部ガイドレール
(MF-100)

レールの下の隙間に
トリガー上部分（斜線
面）を差し込む
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■マルチソフトクローズユニットの初回動作

ホルダー部結合ねじ

固定カップ部

レール

戸尻側
AFD-2950-K

ク
ソフ
ト
ロー
ズ方
向

戸先側
FC-2950-K-H

スライダーの
位置確認

レール

結合ねじ

ホルダー部 固定カップ部

上下調整ねじ

左右調整ねじ

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

戸を
勢い
よく

　　
　動
かす
方向
➡
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